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１．岐阜市総合交通戦略の目的 

①岐阜市総合交通戦略の背景と目的 

・高齢化や人口減少の進行、地球温暖化など環境問題が顕在化する中で、環境的にも持続可能な活力

のあるまちづくりを推進していくことが求められています。 

・本市は、持続可能なまちづくりを推進するために、これまでの自動車を中心とした交通体系を見直

し、公共交通や徒歩、自転車を重視し、各地域核と中心部が公共交通で結ばれた集約型都市構造に

転換することを目指します。 

・本市ではこれまでにも、幹線バス、支線バスとコミュニティバスが有機的に連携したバスネットワ

ークの構築に向け、BRT 及び市民協働の手づくりコミュニティバスの導入を推進するとともに、

安全かつ安心な歩行空間整備などの取り組みを進めてきました。本総合交通戦略は、これまでの取

り組みを踏まえながら、「生活の質の維持」と「まちの活力向上」の視点から再整理し、個別の施

策を連携することで、『歩いて出かけられるまち』を、戦略的に実現していくことを目的とします。 

②岐阜市総合交通戦略の策定経緯と位置づけ 

・本総合交通戦略は、公共交通に徒歩、自転車、自動車などを含め、総合的かつ戦略的に実施する計

画と位置づけ、平成２５年度に策定した岐阜市地域公共交通総合連携計画との連携を図りながら進

めます。 

岐阜市バス交通ネットワーク調査検討会 
（平成１８、１９年度） 

 ※集約型都市構造の構築、中心市街地再生、 

バス路線再編計画などの検討 

岐阜市総合交通戦略 

（2014-2018） 
（平成２５年度） 事業期間：平成２６～３０年 

 【対象】 ○徒歩、自転車、公共交通、自動車 

 ○ハード施策、ソフト施策 

実施計画 マスタープラン

岐阜市地域公共交通総合連携計画 

（2013-2015） 
（平成２５年度） 事業期間：平成２５～２７年 

   【対象】 ○公共交通 

  ○ソフト施策 

岐阜市バス利用促進総合計画（平成１２年度） ※『バス路線再編計画』＋『バス利用促進計画』 

岐阜市総合交通政策（平成１７年度） ※総合交通政策の方針・総合交通政策アクションプログラム 

岐阜市総合交通戦略 
（平成２０年度） 事業期間：平成２１～２５年 

 【対象】 ○徒歩、自転車、公共交通、自動車 

 ○ハード施策、ソフト施策 

岐阜市地域公共交通総合連携計画 
（平成１９年度） 事業期間：平成２０～２２年 

   【対象】 ○公共交通 

 ○ソフト施策 

岐阜市地域公共交通計画
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③岐阜市総合交通戦略の基本理念 

●基本理念 

持続的発展を可能とする「集約型都市構造の実現」を目指し、 

歩行者や自転車を重視し、公共交通が便利で使いやすく、 

自動車を加えたそれぞれの交通手段が連携した交通体系への転換を図り、 

誰もが自由に移動できる交通環境社会を実現します。 

・本総合交通戦略は、持続的発展を可能とする「集約型都市構造の実現」を目指し、公共交通軸の構

築や乗り継ぎ拠点施設の整備などにより、都市の再構築（リノベーション）を戦略的かつ総合的に

推進します。 

・そのため、本総合交通戦略の策定に当たっては、上記の「基本理念」を念頭に、将来の人口動態や

現在の交通実態、幹線バス路線沿線への都市機能の集積状況などに基づき現状課題を整理すると

ともに、公共交通、徒歩、自転車、自動車などあらゆる交通モードを対象に、ハード・ソフト両

面での施策を総合的にとりまとめています。 

④目標年次 

●目標年次：2018年度（計画適用期間：2014～2018 年度） 

・目標年次は、短期間に重点的に取り組むことが重要であることから、2018 年度と設定し、今後

5カ年で取り組むべき施策を中心に、本総合交通戦略を策定、事業推進を図るものとします。 
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２．岐阜市のまちづくりの方針 

①多様な地域核のある都市 

・本市の目指す将来像を示し、まちづくりの総合的な指針となる『岐阜市総合計画（2013-2017）』

では、歩いたり、公共交通や自転車での移動によって完結できる、適度な大きさの地域核を形成

し、核と核を公共交通や自動車で結ぶことで都市全体を形成する、「多様な地域核のある都市」を

将来都市像として位置づけています。 

■多様な地域核のある都市              ※岐阜市総合計画(2013-2017) p21(基本構想)より抜粋
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②まちの姿 -将来都市構造- 

・将来都市像と位置づけられる「多様な地域核のある都市」の実現に向けて、鉄道や幹線バスにより

形成される「公共交通軸」を位置づけ、公共交通サービス水準の高い沿線地域に市街地の集約を図

る方向性が示されています。 

■まちの姿（将来都市構造）のイメージ       ※岐阜市総合計画(2013-2017) p59(基本計画)より抜粋



序．岐阜市総合交通戦略について 

6 

空白頁

だみー



Ⅰ．交通を取り巻く現状と課題 

7 

Ⅰ．交通を取り巻く現状と課題 



Ⅰ．交通を取り巻く現状と課題 

8 

１．人口の推移、土地利用の変遷 

①人口減少と高齢化の進行 

●本市の人口は減少傾向にあったものの、平成 18 年度の柳津町との合併により平成 22 年調査

では人口 41.3 万人となり、その後、ほぼ同規模で推移しています。本市が行った推計では、

おおよそ10年後の平成37年で人口39.5万人と推計され、人口の減少が進むと予測されてい

ます。 

●年齢別では、老年人口(65 歳以上)は増加し続ける一方で、生産年齢人口(15～64歳)、年少人

口(15 歳未満)は減少し、今後、少子高齢化の傾向はさらに進むものと推定されています。 

②郊外部での著しい高齢化の進行 

●中心部では、高齢化率 30％以上の地域が多く、ゆるやかに高齢化が進行しています。 

●郊外部でも高齢化が進んでおり、特に昭和 40 年代前半に開発された大規模開発団地を抱え

る地域で、高齢化が急速に進行しています。 

資料：国勢調査

■地域別の高齢化率 
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■人口推移と将来推計 

※平成27年以降は 

 コーホート要因法に 

 よる推計 

資料：国勢調査 

老年人口 
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年少人口 
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-22%減少 

実測値 推計値

40.7 40.3 40.0 41.3 41.1 40.0 39.5



Ⅰ．交通を取り巻く現状と課題 

9 

③低密度な市街地の外延化 

●昭和 45年から平成 22年の 40 年間に人口集中地区（DID）の面積は 1.9 倍に拡大しましたが、

DID の人口密度は 56％に低下しています。居住地の外延化が進行し、低密度な市街地が拡大

したことを示しています。 

●地域別の人口増減では、周辺部で微増傾向が続いていますが、中心部では減少する傾向が見

られます。 
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資料：国勢調査

■平成 17年⇒平成 22年人口増減率

 ■地区区分 

DID 面積 195％に拡大 

DID 人口密度 56％に減少

■ＤＩＤ面積と人口密度の推移 ■ＤＩＤの拡大状況
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２．交通の現状 

①移動量の傾向 

●岐阜市関連のトリップ数は全体では4.3万トリップ減少し、その内、市内トリップが9.8万ト

リップ減少した反面、市域を跨ぐトリップは 5.5 万トリップ増加しています。 

●中心市街地を含む中心部では、中心部のみで完結するトリップが 2.3 万トリップ減少し、中心

部と外部の往来トリップも 3.0 万トリップ減少しており、中心部関連の総トリップ数は 5.3 万

トリップ減少しています。 
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■時刻帯別滞留人口の状況（中心部※）

出典：第５回中京都市圏パーソントリップ調査報告書 

※中心部： 

 中京都市圏パーソントリップ調査における 

 中ゾーン番号 201(岐阜市中央部)JR 岐阜駅 

 周辺から岐阜大学医学部跡地周辺までの中 

 心市街地を含むエリア 

中心部完結 

-2.3 万トリップ 

中心部と外部 

-3.0 万トリップ 

中心部 

中心部全体（合計） 

-5.3 万トリップ 

資料：第４回、第５回中京都市圏パーソントリップ調査 

（中京都市圏総合都市交通計画協議会） 

■岐阜市関連トリップのトリップ数 ■中心部※関連トリップのトリップ数

資料：第４回、第５回中京都市圏パーソントリップ調査 

（中京都市圏総合都市交通計画協議会） 
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②交通手段分担率の傾向 

●市全体の代表交通手段分担率は鉄道、バスの分担率は変わらないものの、自動車の分担率が

増加し、自転車、徒歩の分担率が減少しています。 

●バスは、市内で微減、市内外＋市外内で増加しています。 

●自動車は、市内で増加、市内外＋市外内で減少しており、特に市内においては、市縁辺部に

おいて増加しています。またその内、自家用自動車は、トリップ数、分担率とも市内、市内

外＋市外内の全てで増加していますが、自家用小型及び大型貨物自動車は、トリップ数、分

担率とも減少しています。 

●徒歩、自転車については、ともに市内で減少しており、市全体での徒歩、自転車分担率の減

少につながっています。 
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資料：第４回、第５回中京都市圏パーソントリップ調査（中京都市圏総合都市交通計画協議会） 

※市内 ：出発地、到着地ともに“市内”のトリップ 
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３．バス利用の現状 

①バス利用者数の推移 

●路線バスの利用者数は平成9年度以降減少が続いていましたが、平成19年度以降は微増に転

じています。 

●長大路線などの見直しを進め、運転キロの効率化を進めており、利用者数の増加と併せて、

経営環境の改善を図っています。 

●コミュニティバスは、導入地区数の増加と利用者の増加により、地域交通としての役割を果

たしつつあります。 

●地域住民を主体としたコミュニティバスの構築により、全ての地区で継続的に利用者が増加

する持続可能なコミュニティバスが確立されています。 

         ■バスの年間利用者数及び運転キロの推移（民間路線バス）
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         ■コミュニティバスの利用者数及び路線数の推移
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資料：岐阜乗合自動車㈱、岐阜市

バス利用の減少傾向に歯止め 
増加に転ずる 

資料：岐阜市
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②バス路線網のサービス提供状況 

●市内の路線バスは、運行本数や運賃などサービス水準に差はありますが、鉄道と合わせる

と、人口の 91.4％をカバーしています。 

●日常生活の移動を想定した人口カバー率は、路線バス及びコミュニティバスで 84.7%となっ

ています。 

JR 岐阜駅 JR 岐阜駅

資料：平成 22 年度国勢調査 資料：平成 22 年度国勢調査

 ■路線バス＋鉄道による人口カバー率 91.4％

  （勢力圏：路線バスバス停半径 500m、鉄道駅半径 500m） 

   ※通勤・通学による移動を想定 

 ■路線バス＋コミュニティバスによる人口カバー率 84.7％

  （勢力圏：路線バス＋コミュニティバスバス停半径 300m） 

   ※日常生活（買い物・通院など）による移動を想定 

（千人／平日５日）

20
40 60

■バス交通流動（岐阜市内の移動状況）

出典：岐阜市におけるバス交通ネットワーク 

    調査（国土交通省中部運輸局） 

長良方面（Ｎ） 忠節方面（Ｃ） 

梅林方面（Ｂ） 

大縄場方面（Ｏ） 

鏡島方面（Ｇ） 

西加納方面（Ｗ） 東加納方面（Ｅ） 

金華方面（K） 
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③バス停勢力圏内人口の分布 

●鉄道駅周辺、幹線バス路線沿線の人口集積が高く、幹線バスはまちの軸となっています。 

●長良川以南と鉄道に囲まれた中心市街地のバス停勢力圏内の高齢人口は郊外部に比べて多

く、バス交通の充実により高齢化への対応が可能な都市構造となっています。 

JR 岐阜駅

バス停勢力圏内人口の分布 

バス停勢力圏内人口の分布

（６５歳以上） 

JR 岐阜駅

資料：平成 22 年度国勢調査

資料：平成 22 年度国勢調査

【集計方法】 

 路線バスのバス停勢力圏(半径 500ｍ) 

 に含まれる人口（総人口、65歳以上人口） 

 を、バス停ごとに集計。 
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４．課題の整理 

課題① 低密度な市街地の外延化と急速な高齢化への対応 

●自動車を前提としたライフスタイルが定着し、市街地の外延化や商業施設の郊外化が進む

中、高齢化に伴う医療福祉費の増加など義務的経費の増加や高度成長期に整備された社会資

本の維持コストの増加などにより、本市の財政余力は今後も低下していくと考えられます。 

●また、過度に自動車に依存した交通体系により地球温暖化などの環境問題を始め、中心市街

地の活力の低下など様々な問題が顕在化しており、その対応が求められています。 

●高齢化により自ら自動車を運転できなくなる人が増えるなど、日常生活のための移動手段と

してバスなどの公共交通の必要性は高まっていますが、人口減少に伴う利用者の減少も予想

され、バスなど公共交通の維持が困難となってきます。 

●特に、高度成長期に丘陵地を造成して開発された大規模な団地においては急速に高齢化が進

んでおり、喫緊の課題となっています。 

課題② 過度に自動車に依存した交通体系からの転換 

●依然として自動車交通への依存が進み、自転車、徒歩の分担率が低下しています。自動車利

用流動では、市域外の本巣市、各務原市及び本市縁辺部が増加の傾向にあります。 

●平成 16 年度に路面電車の廃止や市営バスが民営化されるなど、公共交通を取り巻く環境が

大きく変化しましたが、バスの交通手段分担率は維持されており、これまでに本市が進めて

きた総合的なバス利用促進施策や BRT、市民協働手づくりコミュニティバスなどの導入効果

が出てきていると推察されます。 

●過度に自動車に依存した交通体系から、バスなどの公共交通、徒歩、自転車への転換を進

め、各交通手段が適切な役割分担をしたベストミックスな交通体系への転換が求められてい

ます。 

課題③ 中心市街地の活力の低下 

●市中心部のトリップ数が大きく減少しており、中心市街地の活力の低下が進んでいます。 

●市中心部での人口減少、高齢化の進行、商業機能の郊外化など様々な課題に対し、中心市街

地の活性化に取り組んでおり、岐阜駅北口駅前広場整備、JR 岐阜駅周辺の再開発など中心市

街地活性化施策による効果も見られます。 
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Ⅱ．総合交通戦略の基本方針 
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１．総合交通戦略の目指す将来の姿と方向性 

①総合交通戦略の目指す将来都市イメージ 

・低密度な市街地の外延化や急速な高齢化、依然として高い自動車分担率など、本市における様々な

課題に対応していくために、自動車に依存しなくても、歩いて出かけられるコンパクトなまちを創

り上げていくため、本総合交通戦略の基本方針を以下のように設定します。 

公共交通を軸に都市機能が集積した 

歩いて 出かけられるまち 

●安全で円滑な公共交通を軸とし、徒歩、自転車及び自動車を含めた総合的な都

市交通施策の推進により、都市の再構築（リノベーション）がされた魅力のあ

るまちづくりを推進します。 

●高度に都市機能の集積した中心市街地と、身近な生活拠点を核とした地域生活

圏が密接に結びついた、多様な地域核が有機的に連携した、環境負荷の少ない

持続的発展が可能な集約型都市構造（コンパクトシティ）の実現を目指します。 
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②交通政策の方向性 

・「公共交通を軸とした都市機能の集積」を図るためには、公共交通施策の方向性を明確にして計画

に位置づけ、公共交通ネットワークの利便性を高めていくことが必要になります。 

・また、安心して気軽に「歩いて出かけられるまち」を創るためには、歩行者や自転車、自動車、バ

スなど、道路を共有するそれぞれの状況を踏まえ、道路空間を有効に活用していくことが求められ

ます。 

・そのため、以下の交通政策の方向性を設定します。 

都市の基軸となる公共交通軸の形成により 
利便性の高い公共交通ネットワークを構築します。

●本市のまちづくりの基本となる、「集約型都市構造」を実現する上では、都市機能の集積を促すこ

とのできる、明確で利便性の高い「公共交通ネットワーク」の構築が必要です。 

●BRT導入による定時性、速達性の確保されたバスサービスを提供するとともに、トランジットセ

ンターなどでの乗り継ぎ機能の充実により、自動車に依存しなくても移動できる交通体系を構築

します。 

方向性 

１

徒歩、自転車を基本的な交通手段とし、 
歩行・自転車走行環境の向上を図ります。

●バスを中心とした公共交通ネットワークの充実に合わせ、安全・安心な歩行空間、自転車走行空

間の整備などを通じ、自らの力で健康的に活動できる交通環境の実現を目指します。 

●とくに中心市街地では、まちなかでの移動を支援する交通手段の充実を図ります。 

方向性 

２

まちづくりと連携した、 
道路空間の活用を重視した道路整備を目指します。

●これまで自動車交通の処理を中心に整備を進めてきた道路空間については、中心市街地や地域生

活圏など、それぞれの地域のまちづくりを実現するための空間として、「まちづくりとの連携」を

前提とした道路整備を目指します。 

●道路空間は、自動車だけでなく、バス、歩行者、自転車が共有していることを踏まえ、バスレー

ンや歩行空間、自転車走行空間の整備などを含めて、まちの交通を支える交通基盤として整備を

目指します。 

方向性 

３
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③将来の公共交通ネットワークと集約型都市構造の形成イメージ 

・定時性、速達性が確保された、利便性の高い公共交通軸（幹線バス及び鉄道）の構築を図ります。 

・幹線バスの起終点となるトランジットセンターを位置づけ、支線バス、コミュニティバスとのネ

ットワーク化を図るとともに、パーク&ライド、サイクル&ライド機能を配置するなど、マルチモ

ーダルな施策の推進を図ります。 

・幹線バス路線上に拠点バス停を設け、支線バス、コミュニティバスとのネットワーク化を図ると

ともに、幹線バス相互の乗り継ぎの利便性を確保します。 

・公共交通軸沿線、トランジットセンター・拠点バス停近傍及び中心市街地への集住を促すことによ

り、自動車に依存しない交通体系への転換を促します。 

・中心市街地へは、公共交通でアクセスできる環境を整備し、中心市街地内は歩きを基本とし、バ

スや自転車などで回遊できるにぎわいのあるまちづくりを推進します。 

■総合交通戦略での集約型都市構造の形成イメージ 

※ 準幹線バス：基幹バス路線としては位置づけないものの 

           幹線バスに準じたサービスレベルを有する路線

【幹線バス路線】 

本市の将来都市像の骨格を形成する根幹的なバス路線として、以下に示す 8つの路

線を幹線バス路線として位置づけます。 

Ｂ：梅林方面 Ｎ：長良方面 Ｋ：金華方面 Ｃ：忠節方面 

Ｏ：大縄場方面 Ｇ：鏡島方面 Ｗ：西加納方面 Ｅ：東加納方面 
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④「まちの形」と「みちのイメージ」 

・総合交通戦略の目指す将来都市のイメージ「公共交通を軸に都市機能が集積した歩いて出かけられ

るまち」をイメージし、「まちの形」と「みちのイメージ」を整理しました。 

■公共交通軸沿線（居住が集積した暮らしの場） 

●まちの形：ＢＲＴにより公共交通サービス水

準が高く、公共交通を前提として利便性が高

い生活ができる環境が整ったまち。 

●みちのイメージ：バス、自動車が共存し、歩

行者、自転車が安全に移動できる環境が整

い、居住エリアにおいては道路の静穏化が図

られたみち。 

■トランジットセンター・拠点バス停近傍の地域生活拠点 

●まちの形：幹線バスと支線バス及びコミュニ

ティバスがネットワーク化されたトランジ

ットセンターの近傍に商業施設や医療施設、

公共施設などが集まり、日常生活における移

動の利便性が確保されたまち。 

●みちのイメージ：幹線道路から細街路まで段

階的にネットワーク化されたみち。 

■中心市街地 

●まちの形：様々な都市機能が集積し、利便性

の高い公共交通により人々が集まり、まちな

かは歩いて回遊できる空間が確保され、歩行

者支援交通として、バスや自転車などが気軽

に利用できる環境が整ったまち。 

●みちのイメージ：幹線道路にはＢＲＴが導入

され、歩行者や自転車が安全で快適に移動で

きるみち。 

■中心市街地のトランジットモール■ 

■トランジットセンター■ 

■学校近くの生活道路■ 
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２．現在の都市機能の集積状況 

・「公共交通を軸とした都市機能の集積状況」を把握するため、幹線バスのバス停及び鉄道駅周辺で

の人口や建物の集積状況を整理しました。なお、対象としたバス停は、市内主要幹線８路線及び

市内ループ線のうち右図に示すバス停を設定し、鉄道駅に関しては、市内の全鉄道駅を対象とし

ています。 

※勢力圏の範囲については、バス停半径500ｍ圏域、鉄道駅半径1km圏域と設定 

・幹線バス路線及び鉄道駅周辺では、現時点で人口ベース 57.5％、建物面積ベースの住居系

53.2％、商業系72.9％と、現在でも一定量の集約がみられます。 

・今後、公共交通の利便性を向上させることにより、一層の集積を目指します。 

■人口の集積状況  資料：国勢調査（平成 22年）

人口（人）
対象面積
(km2)

人口密度
（人/km2）

全域 410,831 206 1,993

うち幹線圏内 236,134 58 4,042

うち幹線圏外 174,697 148 1,182

圏内比率 57.5

■用途別の建物集積状況（上表：建物面積(㎡)、下表：建物戸数(戸)）    資料：都市計画基礎調査（平成 19年）

（単位：㎡）
01
住居系

02
事務所系

03
商業系

04
遊興系

05
官公庁

06
文教厚生
施設

07
倉庫工場
その他

総計

全域 15,323,957 801,179 1,474,341 272,358 163,484 1,739,334 2,861,675 22,636,327

うち幹線圏内 8,159,751 548,860 1,075,306 190,506 110,689 1,023,686 1,374,988 12,483,787

うち幹線圏外 7,164,206 252,319 399,034 81,852 52,794 715,648 1,486,686 10,152,540

圏内比率(%) 53.2 68.5 72.9 69.9 67.7 58.9 48.0 55.1

（単位：戸）
01
住居系

02
事務所系

03
商業系

04
遊興系

05
官公庁

06
文教厚生
施設

07
倉庫工場
その他

総計

全域 165,978 4,805 8,108 818 540 7,772 14,477 202,498

うち幹線圏内 91,021 3,274 6,366 582 326 4,192 7,056 112,817

うち幹線圏外 74,957 1,531 1,742 236 214 3,580 7,421 89,681

圏内比率(%) 54.8 68.1 78.5 71.1 60.4 53.9 48.7 55.7

■建物面積の比率         ■建物戸数の比率

53.2 

68.5 

72.9 

69.9 

67.7 

58.9 

48.0 

55.1 

46.8 

31.5 

27.1 

30.1 

32.3 

41.1 

52.0 

44.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

01住居系

02事務所系

03商業系

04遊興系

05官公庁

06文教厚生

07その他

総計

幹線圏内 幹線圏外

54.8 

68.1 

78.5 

71.1 

60.4 

53.9 

48.7 

55.7 

45.2 

31.9 

21.5 

28.9 

39.6 

46.1 

51.3 

44.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

01住居系

02事務所系

03商業系

04遊興系

05官公庁

06文教厚生

07その他

総計

幹線圏内 幹線圏外

資料：都市計画基礎調査（平成 19 年）資料：都市計画基礎調査（平成 19 年）
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【Ｎ：長良系統】 

ＪＲ岐阜駅～三田洞まで 

【Ｃ：忠節系統】 

ＪＲ岐阜駅～岐阜大学病院まで 

【Ｂ：梅林系統】 

ＪＲ岐阜駅～長山まで 

【Ｗ：西加納系統】 

①ＪＲ岐阜駅～ふれあい福寿会館まで 

②ＪＲ岐阜駅～鶉ターミナルまで 

【Ｅ：東加納系統】 

ＪＲ岐阜駅～茜部小学校前まで 

【Ｏ：大縄場系統】 

ＪＲ岐阜駅～曽我屋まで 

【Ｇ：鏡島系統】 

ＪＲ岐阜駅～西鏡島まで 

【Ｋ：金華系統】 

ＪＲ岐阜駅～ 

メモリアル正門まで 

【Ｒ：市内ループ】 

全バス停対象 

幹線バス停 

その他バス停 

鉄道駅 

【駅・バス停凡例】

【人口密度凡例】 【道路種別凡例】

■幹線バス８路線及び市内ループ線沿線の人口集積状況 
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３．将来の都市機能集積のイメージ 

①現在の公共交通軸と都市機能集積イメージ 

・現在の公共交通軸（幹線バス及び鉄道）周辺への都市機能集積は、人口ベースで約６割、建物面積

ベースの商業系・事務所系で約７割と、一定の集積がみられます。 

・また、公共交通軸から離れた地域では、自動車を前提とした住居や施設などが低密度に拡散して

いるため、通勤通学などの需要に対応する支線バスや高齢者などの通院・買い物需要に対応する

コミュニティバスにより交通弱者の日常生活の移動を支えている状況にあります。 

■現在の公共交通軸と都市機能集積のイメージ 

●幹線・支線バスのバス路線再編がされておらず、バス路線が複雑でわかりにくい路線網とな

っている。 

●多くの系統が流入する幹線バス路線では団子運行がみられる。また、バス路線のネットワー

ク化が進んでいないためバスによって到達できる目的地が限定されている。

●中心部では人口が減少し、周辺部では人口の微増傾向が続くなど低密度な市街地の外延化が

なお進んでいる。

■バス路線の状況 

●幹線バス路線：一部区間にバスレーンなどが整備されているものの、多くの道路でバス走行

環境の確保が十分ではない。（定時性、速達性の確保が困難） 

●支線バス路線：大半が２車線道路を運行し、ピーク時には自動車交通による渋滞により定時

性、速達性が低下している。 

※バス路線：幹線バス（＝橙線）、支線バス（＝水色点線）で表示 

※都市機能集積：“住居機能の集積”を緑色圏域で表示。 

 現状では圏域が明確でない。 
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②将来の公共交通軸と都市機能集積イメージ 

・幹線バス路線への BRT 導入など、公共交通軸の強化を進め、定時性、速達性を高めた幹線バス路

線を軸に沿線への居住を促進します。 

■将来の公共交通軸と都市機能集積のイメージ 

●幹線・支線バスのバス路線再編を推進し、幹線バス路線への BRT導入などにより利便性の高

い公共交通軸の構築を目指す。 

●支線バスは、より地域に適したサービスを提供することにより効率的なバスサービスを提供

する。 

●公共交通軸沿線へ居住機能などの集積を促し、公共交通の維持の観点からも持続性の高いま

ちづくりを進め、BRT導入など公共交通軸の強化により都市の再構築（リノベーション）を

促進する。 

●地域核となるトランジットセンター周辺や拠点バス停周辺に生活利便施設が立地し集住の

誘導が図られる。

■バス路線の状況 

●BRT が導入され、定時性、速達性が確保された幹線バスと支線バス及びコミュニティバスが

有機的にネットワークされた公共交通ネットワークの構築を目指す。 

※バス路線：幹線バス（＝橙線）、支線バス（＝水色点線）及び、 

      準幹線バス（＝青太線）で表示 

※都市機能集積：“住居機能の集積”を緑色圏域で表示。 

 “利便施設の集積”を桃色圏域で表示。 
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③都市機能集積を促進する公共交通の役割と取り組み 

・公共交通軸沿線への都市機能の集積を図る上で、鉄道や幹線バス、支線バスなどの公共交通ネッ

トワーク上の位置づけや、求められる機能などについて整理します。 

・幹線バスについては、JR 岐阜駅を中心に放射状に「８幹線」を設定し、幹線バス、支線バスとコ

ミュニティバスのバスネットワークの構築を目指します。 

・通院・買い物などの日常生活を支える地域交通は、市民協働の手づくりコミュニティバスにより、

地域内での日常生活の移動手段を確保します。 

幹線への集積を進め支線を集約

●地域の需要に適した効率的

なバスの運行により、支線バ

スの持続性を高める。

地域実状に応じた路線運用の仕組み 

●地域のニーズにより柔軟に

対応するとともに、持続可能

な公共交通とするため、地域

が主体となって運行する市

民協働型のコミュニティバ

スとする。

幹線バス路線に接続する 

●通勤･通学を含め市民の移動

を確保するためトランジッ

トセンターで乗り継ぐこと

により広域の移動ができる。

地域内の日常交通を支える 

●交通弱者の地域内での買い

物や通院のための移動手段

を確保するとともに、幹線バ

ス路線へ接続する。 

都市内交通の骨格を担う 

●定時性、速達性を確保した交

通であることが必要。 

●ピーク時旅行速度 20km/h

以上を目指す。 

機能の発揮に向けた「取組」 

中心市街地への誘導 

●鉄道フィーダー機能の充実

により鉄道も含めた全体の

利便性の向上を図る。 

●駅とまちの中心を結ぶ利便

性の高い循環バスなどの充

実を図る。 

走行空間と利用環境を整備 

●定時性、速達性、利便性の確

保に向け、BRT の導入によ

る走行環境の改善と車両の

高度化などを進め、公共交通

軸の強化を図り、中心市街地

のアクセス性を向上する。 

路線沿線に集積すべき「都市機能」 集積を促すための「路線機能」 

鉄

道

●岐阜駅：全ての公共交通の結節拠点

であり、周辺の中心市街地は市民や

来街者のための様々な都市機能（商

業、居住、業務等）の集積した地域。 

●他駅：地域住民の交通拠点として、

様々なアクセスを受容できるトラン

ジットセンター機能が必要。 

都市間移動の根幹を担う 

●広域都市間輸送を支える基

幹公共交通軸であることが

必要。 

●定時性、速達性を確保した大

量輸送交通である。 

幹
線
バ
ス

●幹線バス路線沿線は、多くの人が沿

線で暮らすにぎわいのあるまちづく

りが必要。 

●中心市街地内の幹線バス路線沿線

は、都市機能が集積し、まちの顔と

してのにぎわいが求められる。 

支
線
バ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

●幹線バスと支線バス及びコミュ

ニティバスの接続する交通拠点

の近傍は、商業機能や医療施設、

公共施設などが集積し、地域の生

活の拠点性を持つ。 

●幹線・支線バスなどの乗

り継ぎ、自転車、自動車

などの乗り換えを含めた

交通結節拠点としての機

能が必要。 

●路線再編やパーク&ライ

ド、サイクル&ライドな

どの利用環境、バス待ち

環境の整った交通結節機

能の整備。 

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
（Ｔ
Ｃ
）
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■岐阜市における公共交通ネットワーク

■３０分到達圏域 

ピーク時の旅行速度 20km/h 以上を目指すこ

とにより、岐阜駅から路線延長約 10km 付近ま

でを｢30分到達圏域｣として設定 
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